
○広島修道大学人間環境学部履修細則

第1章 総則

(趣旨)
第1条 この細則は、広島修道大学学則(以下「学則」という。)に基づき、人間環境学部学

生の履修及び単位の認定に必要な事項を定める。

2 本細則に定めるもののほか、必要な事項については、人間環境学部教授会の議を経て

定める。

(単位算定基準)
第2条 各授業科目の単位算定基準は、15時間の授業をもって1単位、30時間の授業をもっ

て2単位、60時間の授業をもって4単位とする。ただし、別表1において1単位と定める授

業科目については、30時間の授業をもって1単位とする。

2 前項の規定にかかわらず、講義と実習を組み合わせて行う授業科目の単位数は、実習

に当てる授業時間数を換算して前項本文の基準により定める。

(科目区分と卒業所要単位数)
第3条 人間環境学部の科目区分は、修道スタンダード科目、共通教育科目、主専攻科目、

自由選択科目とし、卒業には、次表の各科目分類ごとの所要単位数を満たし、合計124
単位以上修得しなければならない。

科目区分 科目分類 修得単位数 卒業所要単位数

修道スタンダード科

目

全学共通科目 10単位以上 124単位以上

共通教育科目 教養科目 18単位以上

外国語科目

保健体育科目

主専攻科目 マインド形成科目 6単位以上 78単位以上

リテラシー形成科目 8単位以上

基礎科目 14単位以上

基幹科目Ⅰ 12単位以上

基幹科目Ⅱ ひとつの系から 4単

位以上

キャリア形成科目 4単位以上

ゼミナール科目 6単位以上

関連科目

自由選択科目



(配当年次、単位修得)
第4条 学則第10条第1項別表2の授業科目のうち、人間環境学部授業科目の配当年次、単

位修得についての詳細は、別表1、別表2及び別表3の授業科目配当表に定める。

2 本細則別表2については、2006年度以前に入学した者に適用する。

3 本細則別表3についは、2007年度以降2010年度以前に入学した者に適用する。

第2章 履修科目の登録、履修方法及び制限

(履修科目の登録)
第5条 学生は、前条の授業科目の中から履修科目を選択し、指定登録日に所定の履修手

続きにより、履修科目を登録しなければならない。

2 履修科目の選択は、別表1の授業科目配当表に従い行わなければならない。

3 第1項の履修登録は、本細則に定めるもののほか、履修指導に従って行わなければなら

ない。

4 第1項の履修登録において、同一科目名称の授業科目及び既に単位を修得した授業科目

については履修登録を行うことができない。ただし、副題の異なる同一授業科目の履修

については、この限りでない。

5 演習、ゼミナール、卒業研究及びインターンシップ等、別に定める授業科目を履修す

る場合は、担当教員の承認を受けて登録しなければならない。

(授業科目の履修)
第6条 授業科目の履修は特別な場合を除き、授業科目配当表に定められた年次で履修し

なければならない。ただし、再度履修する場合は、その限りではない。

2 前項の規定にかかわらず、長期履修学生は授業科目配当表に定められた年次以上の年

次で履修することができる。

3 前2項の規定にかかわらず、教育上必要と認められる場合(編入学、学士入学、転部、休

学、留学、再入学等の場合)には、学生の在籍する配当年次と異なる授業科目の履修登録

を認めることがある。

(他学部授業科目の履修)
第7条 学則第13条第4項により、他学部の授業科目を履修することができる。

2 前項により修得した単位を第3条のうちの自由選択科目として、卒業所要単位数に算入

することができる。

3 前2項の規定にかかわらず、所属学部に開設されている授業科目については、他学部の

授業科目として履修することができない。



(履修単位数の制限)
第8条 学生が1年間に履修し得る単位数は、他学部の授業科目も含め、1年次は40単位、2
年次以上は44単位を超えることができない。

2 学生が前期又は後期に履修し得る単位数は、通年科目を除いて、24単位を超えること

ができない。

3 教育職員免許状を取得するために履修する教職に関する科目の単位数は、第1項及び第

2項に定める履修単位数に含まないものとする。

4 編入学生及び学士入学生の履修登録単位数は、第1項及び第2項にかかわらず単位認定

後に定める。

(副専攻コース)
第9条 他学部が副専攻として提供する授業科目を履修し、合計30単位以上修得した者は

副専攻コースを修了したものとする。

(英語副専攻コース)
第10条 修道スタンダード科目英語、共通教育科目外国語科目英語及び主専攻科目英語の

うちから合計24単位以上修得し、指定の外部資格を取得した者は英語副専攻コースを修

了したものとする。

(グローバルコース)
第11条 別に定める授業科目のうちから、国際理解科目6単位以上、英語トレーニング科目24

単位以上の合計30単位以上を修得し、指定の留学プログラム及びサービスラーニングにより

24単位以上を修得した者はグローバルコースを修了したものとする。

(地域イノベーションコース)
第12条 別に定める授業科目のうちから、全学プログラム修道スタンダード科目6単位以上、

同プログラムコース共通科目8単位以上、学部別プログラム6単位以上、指定の認定プログラ

ム4単位以上を含む合計30単位以上を修得した者は地域イノベーションコースを修了したも

のとする。

(検定試験等の単位認定)
第13条 学生が別に定める検定試験等に合格したとき又は所定の成果をあげたときは、こ

れに係る学修につき所定の単位を認定することがある。

2 前項の単位認定を希望する学生は、各学年の指定期間内に、所定の検定試験等単位認

定申請書により願い出なければならない。

3 第1項により認定された単位は、所定の授業科目群の卒業所要単位に算入する。



第3章 試験、単位認定及び成績評価

(試験及び単位認定)
第14条 各授業科目に対する単位の認定は、原則として広島修道大学試験細則に定める試

験によって行う。

2 前項の規定にかかわらず、授業科目担当教員により、次に掲げるいずれかによって単

位の認定を行うことができる。

(1) 平常の成績

(2) 課題研究報告書

(3) 平常の成績及び課題研究報告書

(成績評価)
第15条 成績評価は、学則第18条の定めにより行う。なお、Xは評価不能を示すものとす

る。

2 前項の規定にかかわらず、広島修道大学既修得単位認定細則第2条第4項に基づき一括

して認定するものについては、その成績評価をNとする。

第4章 その他

(事務担当)
第16条 この細則に関する事務は、教務課が担当する。

(細則の改廃)
第17条 この細則の改廃は、大学評議会の議を経て学長がこれを行う。

附 則

1 この細則は、2002年4月1日から施行する。

2 この細則は、2006年11月2日に全面改正し、2007年4月1日から施行する。ただし、2006
年度以前に入学した者については、第2条、第5条第1項を除き改正後の規定にかかわら

ず、なお従前の例によるものとし、改正前の第4条別表に加え、改正後の第4条別表2の
授業科目についても履修できるものとする。

3 この細則は、2010年3月4日に第8条第2項を改正し、第6条に第2項を新たに付け加え、

第5条第5項、第8条第5項及び同条第6項を削り、第5条第6項を繰り上げ、2010年4月1日
から施行する。ただし、第5条第5項は、改正後の規定にかかわらず、2009年度以前に入

学した者については、なお従前の例による。

4 この細則は、2010年9月9日に第2条、第3条、第4条別表1、第5条及び第8条を改正し、

第2条に第2項を、第6条に第3項を新たに付け加え、第9条及び第10条を削り、以下条項



を繰り上げて2011年4月1日から施行する。ただし、2010年度以前に入学した者について

は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。

5 この細則は、規程等整理の方針に基づき、2011年9月29日に改正し、同日から施行する。

6 この細則は、2011年9月29日に第4条第1項を改正し、第4条に第3項及び同条別表3を新

たに付け加え、2012年4月1日から施行する。

7 この細則は、2011年10月27日に第4条第1項別表1を改正し、2012年4月1日から施行す

る。ただし、2011(平成23)年度以前に入学した者については、新しく追加した「キャリ

アデザイン」を2011(平成23)年度入学生に遡及適用することを除き、改正後の規定にか

かわらず、なお従前の例による。

8 この細則は、2013年3月7日に第12条から第13条を改正し、第14条から第17条までを削

り、以下条数を繰り上げて2013年4月1日から施行する。

9 この細則は、2014年1月9日に第4条第1項別表1、第9条及び第10条を改正し、新たに第

10条の次に2条を加え、以下条数を繰り下げて、2014年4月1日から施行する。ただし、

2013年度以前に入学した者については、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例によ

る。

別表1(第3条、第4条及び第5条第2項関係)
人間環境学部授業科目配当表

科目区分 科目分類 授業科目

の名称

単位数 配当年次 備考

必修 選択

修 道 ス タ

ン ダ ー ド

科目

全学共通科目 修 大 基 礎

講座

2 1 (1)全学共通科目につい

ては10単位以上修得し

なければならない。た

だ し 、 地 域 イ ノ ベー

ション論、地域コミュ

ニケーション論、ひろ

しま未来協創プロジェ

クト及びひろしま未来

協 創 特 講 の 修 得 単位

を、10単位に含むこと

はできない。

(2)日本語Ⅰ～Ⅳは外国

人留学生等のみ履修す

ることができ、英語Ⅰ

～Ⅳに代えて当該必要

修得単位とすることが

初 年 次 セ

ミナー

2 1

英語Ⅰ 1 1

英語Ⅱ 1 1

英語Ⅲ 1 1

英語Ⅳ 1 1

日本語Ⅰ 1 1・2・3・

4

日本語Ⅱ 1 1・2・3・

4

日本語Ⅲ 1 1・2・3・

4

日本語Ⅳ 1 1・2・3・

4



情 報 処 理

基礎

2 1・2・3・

4

できる。

(3)修大基礎講座及び初

年次セミナーは原則と

して1年次に、大学生活

とキャリア形成は原則

として 2年次に履修す

るものとする。

(4)修大基礎講座は、再

度の履修をすることが

できない。

(5)情報処理基礎は情報

処理入門の単位を修得

していなければ履修で

きない。

(6)大学生活とキャリア

形成は、再々度の履修

を す る こ と が で きな

い。

(7)情報処理基礎、広島

学、ひろしま未来協創

プロジェクト及びひろ

しま未来協創特講につ

いては、副題の異なる

ものは複数履修するこ

とができる。ただし、

広島学については、1年

間に履修できる回数は

1回のみとする。

情 報 処 理

入門

2 1

大 学 生 活

と キ ャ リ

ア形成

2 2

広島学 2 2・3・4

地 域 イ ノ

ベ ー シ ョ

ン論

2 1・2・3・

4

地 域 コ

ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン論

2 1・2・3・

4

ひ ろ し ま

未 来 協 創

プ ロ ジ ェ

クト

2 2・3・4

ひ ろ し ま

未 来 協 創

特講

1 1・2・3・

4

共 通 教 育

科目

教養科目 哲学 2 1・2・3・

4

(1)共通教育科目につい

ては教養科目、外国語

科目、保健体育科目か

ら18単位以上修得しな

ければならない。

(2)日本事情は外国人留

学生等のみ履修するこ

とができる。

倫理学 2 1・2・3・

4

美学 2 1・2・3・

4

芸術学 2 1・2・3・

4



日本文学 2 1・2・3・

4

(3)総合教養コースは卒

業までに合計1科目2単

位のみ修得することが

できる。

西洋文学 2 1・2・3・

4

日本語学 2 1・2・3・

4

心理学 2 1・2・3・

4

文化論 2 1・2・3・

4

文 化 人 類

学

2 1・2・3・

4

日本史 2 1・2・3・

4

東洋史 2 1・2・3・

4

西洋史 2 1・2・3・

4

地理学 2 1・2・3・

4

社会学 2 1・2・3・

4

法学 2 1・2・3・

4

政治学 2 1・2・3・

4

経済学 2 1・2・3・

4

統計学 2 1・2・3・

4

情 報 社 会

論

2 1・2・3・

4

物理学 2 1・2・3・

4

化学 2 1・2・3・

4



生物学 2 1・2・3・

4

環境科学 2 1・2・3・

4

数学 2 1・2・3・

4

日本事情 2 1・2・3・

4

教養講義 2 1・2・3・

4

総 合 教 養

講義a

2 1・2・3・

4

総 合 教 養

講義b

2 2・3・4

総 合 教 養

コース

2 1・2・3・

4

外国語科目 総 合 英 語

Ⅰ

1 2・3・4 (4)外国語科目の英語科

目のうち総合英語Ⅰ・

Ⅱ及びオンライン英語

実習Ⅰ・Ⅱを除くⅠ・

Ⅱの科目はレベル 2の

科目とし、レベル2・レ

ベル3・レベル4の学生

が履修できる。Ⅲ・Ⅳ

の科目はレベル 3の科

目としレベル3・レベル

4の学生が履修できる。

総合英語Ⅰ・Ⅱはレベ

ル1の科目とし、レベル

1の学生に限り履修で

きる。ただし、総合英

語Ⅰ又はⅡのいずれか

の単位を修得した学生

は、レベル2以上にアッ

プした場合も未修得の

総合英語Ⅰ又はⅡを引

総 合 英 語

Ⅱ

1 2・3・4

英 語 文 書

表現Ⅰ

2 1・2・3・

4

英 語 文 書

表現Ⅱ

2 1・2・3・

4

英 語 文 書

表現Ⅲ

2 1・2・3・

4

英 語 文 書

表現Ⅳ

2 1・2・3・

4

英 語 読 解

Ⅰ

2 1・2・3・

4

英 語 読 解

Ⅱ

2 1・2・3・

4

英 語 読 解

Ⅲ

2 1・2・3・

4

英 語 読 解

Ⅳ

2 1・2・3・

4



英 語 聴 解

Ⅰ

2 1・2・3・

4

き続き履修することが

できる。

オ ン ラ イ ン 英 語 実習

Ⅰ・Ⅱはレベル1・レベ

ル2・レベル3・レベル4

の学生が履修できる。

アドバンスト英語は、

レベル 4の学生が履修

できる。

英 語 聴 解

Ⅱ

2 1・2・3・

4

英 語 聴 解

Ⅲ

2 1・2・3・

4

英 語 聴 解

Ⅳ

2 1・2・3・

4

英 語 コ

ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ンⅠ

2 1・2・3・

4

英 語 コ

ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ンⅡ

2 1・2・3・

4

英 語 コ

ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ンⅢ

2 1・2・3・

4

英 語 コ

ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ンⅣ

2 1・2・3・

4

英 語 語 法

研究Ⅰ

2 1・2・3・

4

英 語 語 法

研究Ⅱ

2 1・2・3・

4

英 語 語 法

研究Ⅲ

2 1・2・3・

4

英 語 語 法

研究Ⅳ

2 1・2・3・

4

資 格 英 語

Ⅰ

2 1・2・3・

4

資 格 英 語

Ⅱ

2 1・2・3・

4



資 格 英 語

Ⅲ

2 1・2・3・

4

資 格 英 語

Ⅳ

2 1・2・3・

4

英 語 プ レ

ゼ ン テ ー

ションⅠ

2 1・2・3・

4

英 語 プ レ

ゼ ン テ ー

ションⅡ

2 1・2・3・

4

ア ド バ ン

スト英語

2 1・2・3・

4

オ ン ラ イ

ン 英 語 実

習Ⅰ

1 1・2・3・

4

オ ン ラ イ

ン 英 語 実

習Ⅱ

1 1・2・3・

4

日本語Ⅴ 1 1・2・3・

4

(5)日本語Ⅴ～Ⅹは外国

人留学生等のみ履修す

ることができる。日本語Ⅵ 1 1・2・3・

4

日本語Ⅶ 1 1・2・3・

4

日本語Ⅷ 1 1・2・3・

4

日本語Ⅸ 1 1・2・3・

4

日本語Ⅹ 1 1・2・3・

4

ド イ ツ 語

Ⅰ

1 1・2・3・

4

(6)言語と文化Ⅰ～Ⅳ及

び上級外国語Ⅰ・Ⅱは

当該外国語のⅠ～Ⅳの

4単位を修得していな

ければ履修できない。

ド イ ツ 語

Ⅱ

1 1・2・3・

4

ド イ ツ 語

Ⅲ

1 1・2・3・

4



ド イ ツ 語

Ⅳ

1 1・2・3・

4

フ ラ ン ス

語Ⅰ

1 1・2・3・

4

フ ラ ン ス

語Ⅱ

1 1・2・3・

4

フ ラ ン ス

語Ⅲ

1 1・2・3・

4

フ ラ ン ス

語Ⅳ

1 1・2・3・

4

ス ペ イ ン

語Ⅰ

1 1・2・3・

4

ス ペ イ ン

語Ⅱ

1 1・2・3・

4

ス ペ イ ン

語Ⅲ

1 1・2・3・

4

ス ペ イ ン

語Ⅳ

1 1・2・3・

4

中国語Ⅰ 1 1・2・3・

4

中国語Ⅱ 1 1・2・3・

4

中国語Ⅲ 1 1・2・3・

4

中国語Ⅳ 1 1・2・3・

4

韓国・朝鮮

語Ⅰ

1 1・2・3・

4

韓国・朝鮮

語Ⅱ

1 1・2・3・

4

韓国・朝鮮

語Ⅲ

1 1・2・3・

4

韓国・朝鮮

語Ⅳ

1 1・2・3・

4

言 語 と 文

化Ⅰ

2 2・3・4



言 語 と 文

化Ⅱ

2 2・3・4

言 語 と 文

化Ⅲ

2 2・3・4

言 語 と 文

化Ⅳ

2 2・3・4

上 級 外 国

語Ⅰ

2 2・3・4

上 級 外 国

語Ⅱ

2 2・3・4

保健体育科目 健 康 科 学

論

2 1・2・3・

4

(7)健康スポーツ実習、

運動スポーツ実習、野

外運動実習Ⅰ、野外運

動実習Ⅱは卒業までに

合計 8単位まで修得す

ることができる。

運 動 科 学

論

2 1・2・3・

4

健 康 科 学

演習

2 1・2・3・

4

運 動 科 学

演習

2 1・2・3・

4

健 康 ス

ポ ー ツ 実

習

1 1・2・3・

4

運 動 ス

ポ ー ツ 実

習

1 1・2・3・

4

野 外 運 動

実習Ⅰ

1 2・3・4

野 外 運 動

実習Ⅱ

1 2・3・4

主 専 攻 科

目

マインド形成科目 人 間 環 境

学概論

2 1・2 マ イ ン ド

形 成 科 目

に つ い て

は6単位以

上 修 得 し

な け れ ば

ならない。

マ イ ン ド

形成科目、

リ テ ラ

シ ー 形 成

科目、基礎

科目、基幹

科目Ⅰ、基

幹科目Ⅱ、

環 境 問 題

入門

2 1・2

環 境 倫 理

学

2 1・2・3・

4

科 学 技 術

と倫理

2 1・2・3・

4



自 然 と 人

間の哲学

2 1・2・3・

4

キ ャ リ ア

形成科目、

ゼ ミ ナ ー

ル科目、関

連 科 目 か

ら 78単位

以 上 修 得

し な け れ

ば な ら な

い。

現 代 環 境

思想

2 1・2・3・

4

環 境 事 例

入門

2 1・2・3・

4

環 境 と 開

発

2 1・2・3・

4

マ イ ン ド

形 成 特 殊

講義

2 1・2・3・

4

マ イ ン ド

形 成 特 殊

実習

1 1・2・3・

4

リテラシー形成科目 保 全 生 物

学入門

2 1・2・3・

4

リ テ ラ

シ ー 形 成

科 目 に つ

いては8単

位 以 上 修

得 し な け

れ ば な ら

ない。

中 国 地 方

の 自 然 環

境

2 1・2・3・

4

生 命 の し

くみ

2 1・2・3・

4

生 物 情 報

と環境

2 1・2・3・

4

自 然 を み

るa

1 2・3・4

自 然 を み

るb

1 2・3・4

身 体 の 健

康

2 1・2・3・

4

統 計 学 入

門

2 1・2・3・

4

異 文 化 理

解

2 1・2・3・

4

日 本 語 運

用論

2 1・2・3・

4

資 源 と エ 2 1・2・3・



ネルギー 4

リ テ ラ

シ ー 形 成

特殊講義

2 1・2・3・

4

基礎科目 環 境 法 入

門

2 1・2・3 基 礎 科 目

に つ い て

は 14単位

以 上 修 得

し な け れ

ば な ら な

い。

経 済 学 入

門

2 1・2・3

環 境 経 済

学

2 1・2・3

資 源 経 済

学

2 1・2・3

経 営 学 入

門

2 1・2・3

環 境 経 営

論入門

2 1・2・3

会 計 学 入

門

2 1・2・3

環 境 と 政

治・行政

2 1・2・3

環 境 コ

ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン入門

2 1・2・3

都 市 環 境

学

2 1・2・3

環 境 地 理

学

2 1・2・3

環 境 歴 史

学

2 1・2・3

基 礎 特 殊

講義

2 1・2・3

基幹科目Ⅰ 環境法 2 2・3・4 基 幹 科 目

Ⅰ に つ い

ては 12単

位 以 上 修

国 際 環 境

法

2 2・3・4

地 球 環 境 2 2・3・4



政策論 得 し な け

れ ば な ら

ない。

循 環 型 社

会政策論

2 2・3・4

環 境 ビ ジ

ネス論

2 2・3・4

環 境 監 査

論

2 2・3・4

環 境 ア セ

スメント

2 2・3・4

環 境 マ ネ

ジ メ ン ト

システム

2 2・3・4

環 境 社 会

調査

2 2・3・4

環 境 教 育

概論

2 2・3・4

環 境

NPO ・

NGO論

2 2・3・4

廃 棄 物 資

源循環論

2 2・3・4

環 境 と 農

林水産業

2 2・3・4

民 族 と 環

境

2 2・3・4

基 幹 Ⅰ 特

殊講義

2 2・3・4

基 幹 科 目

Ⅱ

環 境 政 策

マ ネ ジ メ

ント系

国 際 地 域

環 境 政 策

論

2 3・4 基 幹 科 目

Ⅱ に つ い

ては、環境

政 策 マ ネ

ジ メ ン ト

系 又 は 環

境 社 会 系

の い ず れ

かから4単

資源・エネ

ル ギ ー 政

策論

2 3・4

戦 略 的 環

境経営論

2 3・4

環 境 会 計 2 3・4



論 位 以 上 修

得 し な け

れ ば な ら

ない。

環 境 の 経

済評価

2 3・4

基 幹 Ⅱ 特

殊講義a

2 3・4

環 境 社 会

系

環 境 と ラ

イ フ ス タ

イル

2 3・4

環 境 教 育

プ ラ ン ニ

ング

2 3・4

環 境 コ

ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン論

2 3・4

都市・地域

デ ザ イ ン

論

2 3・4

食 料 環 境

シ ス テ ム

論

2 3・4

基 幹 Ⅱ 特

殊講義b

2 3・4

キャリア形成科目 日 本 語 の

技術a

1 1・2・3・

4

キ ャ リ ア

形 成 科 目

に つ い て

は4単位以

上 修 得 し

な け れ ば

ならない。

日 本 語 の

技術b

1 1・2・3・

4

パ ブ リ ッ

ク・スピー

キング

2 1・2・3・

4

論 理 的 思

考

2 2・3・4

環 境 キ ャ

リ ア と 社

会a

2 1・2・3・

4

環 境 キ ャ 2 2・3・4



リ ア と 社

会b

キ ャ リ ア

デザイン

2 3

イ ン タ ー

ンシップ

2 2・3・4

情報処理 2 2・3・4

キ ャ リ ア

形 成 特 殊

講義

2 1・2・3・

4

ゼミナール科目 環 境 プ ロ

ジ ェ ク ト

演習a

2 2 ゼ ミ ナ ー

ル 科 目 に

ついては6

単 位 以 上

修 得 し な

け れ ば な

らない。

環 境 プ ロ

ジ ェ ク ト

演習b

2 2

マ イ ン

ド・リテラ

シ ー 形 成

ゼ ミ ナ ー

ルa

2 2・3・4

マ イ ン

ド・リテラ

シ ー 形 成

ゼ ミ ナ ー

ルb

2 2・3・4

環 境 ゼ ミ

ナールa

2 3

環 境 ゼ ミ

ナールb

2 3

卒業研究 4 4

関連科目 交通概論 2 2・3・4 英 語 デ ィ

ス カ ッ

シ ョ ン

Ⅰ・Ⅱ、時

事 英 語

国際NGO

論

2 3・4

生 涯 学 習

論Ⅰ

2 1・2・3・

4



生 涯 学 習

論Ⅱ

2 1・2・3・

4

Ⅰ・Ⅱ、ビ

ジ ネ ス 英

語Ⅰ・Ⅱは

レベル2の

科目とし、

レベル2・

レベル3・

レベル4の

学 生 が 履

修できる。

英 語 デ ィ

ス カ ッ

シ ョ ン

Ⅲ・Ⅳ、時

事 英 語

Ⅲ・Ⅳ、ビ

ジ ネ ス 英

語Ⅲ・Ⅳは

レベル3の

科目とし、

レベル3・

レベル4の

学 生 が 履

修できる。

異 文 化 英

語 研 究

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

及 び 異 文

化 コ ミ ュ

ニ ケ ー

シ ョ ン

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

は レ ベ ル

1・レベル

2・レベル

3・レベル

ミ ク ロ 経

済学Ⅰ

2 2・3・4

ミ ク ロ 経

済学Ⅱ

2 2・3・4

マ ク ロ 経

済学Ⅰ

2 2・3・4

マ ク ロ 経

済学Ⅱ

2 2・3・4

経 営 学 総

論Ⅰ

2 2・3・4

経 営 学 総

論Ⅱ

2 2・3・4

国際法 4 3・4

国 際 政 治

学Ⅰ

2 2・3・4

国 際 政 治

学Ⅱ

2 2・3・4

憲法Ⅰ 2 1・2・3・

4

憲法Ⅱ 2 1・2・3・

4

英 語 デ ィ

ス カ ッ

ションⅠ

2 1・2・3・

4

英 語 デ ィ

ス カ ッ

ションⅡ

2 1・2・3・

4

英 語 デ ィ

ス カ ッ

ションⅢ

2 1・2・3・

4

英 語 デ ィ

ス カ ッ

ションⅣ

2 1・2・3・

4

時 事 英 語 2 1・2・3・



Ⅰ 4 4の学生が

履 修 で き

る。

時 事 英 語

Ⅱ

2 1・2・3・

4

時 事 英 語

Ⅲ

2 1・2・3・

4

時 事 英 語

Ⅳ

2 1・2・3・

4

ビ ジ ネ ス

英語Ⅰ

2 1・2・3・

4

ビ ジ ネ ス

英語Ⅱ

2 1・2・3・

4

ビ ジ ネ ス

英語Ⅲ

2 1・2・3・

4

ビ ジ ネ ス

英語Ⅳ

2 1・2・3・

4

異 文 化 英

語研究Ⅰ

2 1・2・3・

4

異 文 化 英

語研究Ⅱ

2 1・2・3・

4

異 文 化 英

語研究Ⅲ

2 1・2・3・

4

異 文 化 コ

ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ンⅠ

2 1・2・3・

4

異 文 化 コ

ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ンⅡ

2 1・2・3・

4

異 文 化 コ

ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ンⅢ

2 1・2・3・

4

別表2(第4条関係)



(1) 人間環境学科授業科目

科目分類 授業科目 単位数 配当年次 備考

必修 選択

教養科目 美学 2 1・2・3・4

教養講義 2 1・2・3・4

外国語科目 言語と文化Ⅰ 2 2・3・4

言語と文化Ⅱ 2 2・3・4

言語と文化Ⅲ 2 2・3・4

言語と文化Ⅳ 2 2・3・4

導入科目 情報処理 2 2・3・4

環境キャリア

と社会a

1 1・2

環境キャリア

と社会b

1 3・4

基礎科目 自然理解科目 保全生物学入

門

2 1・2・3・4

自然とつきあ

う

2 1・2・3・4

生物情報と環

境

2 1・2・3・4

人間理解科目 こころの科学

概論

2 1・2・3・4

人間生物学基

礎

2 1・2・3・4

基幹入門科目 環境と経済の

統計学

2 1・2・3・4

管理会計入門 2 1・2・3・4

環境社会調査 2 1・2・3・4

環境戦略論 2 1・2・3・4

企業の社会的

責任論

2 1・2・3・4

環境事例入門 2 1・2・3・4

環境政策論の

基礎

2 1・2・3

環境と開発 2 1・2・3・4

基幹入門特殊 2 1・2・3・4



講義

基幹科目 環境社会系 民族と環境 2 1・2・3・4

人間関係論 2 2・3・4

言語と環境 2 2・3・4

環境社会系特

殊講義

2 1・2・3・4

環境マネジメ

ント系

環境経営論 2 2・3・4

環境の経済評

価

2 2・3・4

環境マネジメ

ント系特殊講

義

2 1・2・3・4

環境政策系 環境政策系特

殊講義

2 1・2・3・4

別表3(第4条関係)
(1) 人間環境学科授業科目

科目分類 授業科目 単位数 配当年次 備考

必修 選択

共通教育科目 外国語科目 アドバンスト

英語

2 3・4 アドバンスト

英 語 は 、

TOEIC ス コ

ア 500以上又

は

TOEIC-Bridg

eスコア154以

上の学生が履

修できる。

上 級 外 国 語

Ⅰ・Ⅱは、当

該外国語のⅠ

～Ⅳの 4単位

を修得してい

なければ履修

できない。

上級外国語Ⅰ 2 3・4

上級外国語Ⅱ 2 3・4




